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一般質問（要旨）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

ことば

議
員　

男
女
共
同
参
画
の
理
念
の
も
と
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
※
を
推
進
し
、

さ
ら
に
結
婚
支
援
の
た
め
い
ば
ら
き
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
充
実
す
る

こ
と
で
少
子
化
解
消
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
県
の
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

知
事　

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
生
活
を

両
立
し
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
く
す
る
た
め
の
企
業
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
男
女
の
出
会
い
を
支

援
し
、
今
後
さ
ら
に
全
県
的
な
結
婚
支

援
の
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

 

国
道
六
号
の
代
替
道
路
の
早
期
整
備

議
員　

県
道
里
根
神
岡
上
線
バ
イ
パ

ス
・
県
道
高
萩
塙
線
バ
イ
パ
ス
は
、
国

道
六
号
の
津
波
災
害
時
の
代
替
道
路
と

し
て
の
整
備
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
状
況
は
。 

土
木
部
長　

二
つ
の
バ
イ
パ
ス
は
国
道

六
号
の
代
替
道
路
と
し
て
早
期
に
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
の
復
興

予
算
を
活
用
し
て
、
重
点
的
に
整
備
を

進
め
て
い
る
。
災
害
に
強
い
み
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
も
用
地
取

得
を
進
め
、
早
期
に
供
用
で
き
る
よ
う

整
備
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

使
用
済
み
小
型
家
電
の
再
資
源

化
に
つ
い
て
、
県
内
の
市
町
村
の
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

五
月
末
現
在
で
十
一

市
町
が
回
収
を
実
施
し
て
い
る
。
県
で

は
、
国
の
実
証
事
業
へ
の
参
加
呼
び
か

け
や
個
別
訪
問
に
よ
る
回
収
方
法
な
ど

の
協
議
を
通
じ
、
今
後
も
き
め
細
か
な

支
援
を
行
い
、
全

市
町
村
の
制
度

導
入
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
芽
吹

大
橋
と
そ
の
関

連
道
路
、
暴
走
行

為
へ
の
対
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

県
北
三
漁
協
は
五
月
七
日
に
シ

ラ
ス
漁
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
再
開
は
水
産
業
の
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
が
、
今
後
の
県
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

風
評
払
し
ょ
く
の
た

め
、
放
射
性
物
質
の
検
査
結
果
を
分
か

り
や
す
く
公
表
す
る
と
と
も
に
、
シ
ラ

ス
製
品
が
円
滑
に
供
給
で
き
る
よ
う
漁

業
者
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
、
消
費
回

復
に
努
め
て
い

く
。（
ほ
か
に
、

医
薬
品
販
売
業

者
へ
の
対
応
、

県
の
再
任
用
制

度
な
ど
も
質
問
）

議
員　

外
港
公
共
ふ
頭
が
供
用
開
始
さ

れ
た
。
今
後
、
産
業
拠
点
港
湾
と
し
て

役
割
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、
外
港
地

区
の
さ
ら
な
る
早
急
な
整
備
や
外
港
公

共
ふ
頭
の
利
用
促
進
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

引
き
続
き
防
波
堤
の
整
備

促
進
な
ど
を
国
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
県
も
ふ
頭
用
地
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
地
元
市
と
連
携
し
た
企
業
訪
問

に
加
え
、
産
業
立
地
推
進
東
京
本
部
と

情
報
共
有
し
、
首
都
圏
企
業
に
も
Ｐ
Ｒ

す
る
な
ど
、
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

 

い
ば
ら
き
の
未
来
構
想

議
員　

橋
本
県
政
の
五
期
二
十
年
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
成
し
遂
げ
た
こ
と
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
本
県
発
展
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
政
策
が
必
要
か
。

知
事　

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

や
企
業
誘
致
、
医
療
や
教
育
な
ど
の
施

策
を
推
進
し
、「
産
業
大
県
づ
く
り
」

と
「
生
活
大
県
づ
く
り
」
を
進
め
て
き

た
。
今
後
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
中
で
、
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
の
政
策
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
成
長
と

発
展
を
担
え
る
県
に
な
っ
て
い
け
る
。

 

鹿
行
南
部
地
域
の
救
急
医
療
の
充
実

議
員　

二
次
救
急
病
院
の
鹿
島
労
災
病

院
に
お
い
て
多
く
の
医
師
が
退
職
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
地
域
の
救
急
医
療
は

危
機
的
な
状
況
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

東
京
医
科
大
学
か
ら
鹿
島
労
災

病
院
に
対
し
て
常
勤
の
整
形
外
科
医
が

複
数
派
遣
さ
れ
る
見
通
し
が
立
っ
た
。

ま
た
、
医
師
の
新
規
雇
用
経
費
に
対
す

る
助
成
や
看
護
職
員
確
保
対
策
、
千
葉

県
と
の
連
携
に
加
え
た
県
内
の
広
域
連

携
強
化
な
ど
に

も
力
を
入
れ
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
不

法
投
棄
対
策
の

強
化
、
栽
培
漁

業
の
推
進
な
ど

も
質
問
）

 

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
研
究
事
業
の
予
算
確
保

議
員　

次
世
代
の
が
ん
治
療
方
法
と
し

て
期
待
さ
れ
る
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
※
研
究
事
業

の
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長　

つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特

区
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

世
界
に
先
駆
け
、
病
院
へ
の
普
及
を
目

指
す
小
型
直
線
加
速
器
に
よ
る
実
用
化

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
、
装
置
の
開

発
な
ど
に
要
す
る
予
算
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
国
へ
の
要
望
な
ど
を

進
め
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
一
日
も
早
い
実
用

化
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

知
事
の
退

職
手
当
、

教
育
長
制

度
の
あ
り

方
な
ど
も

質
問
）

志賀　秀之 議員
いばらき自民党
北 茨 城 市 選 出

一括方式

八島　功男 議員
公　　明　　党
土 浦 市 選 出  

一括方式

石塚　仁太郎 議員
いばらき自民党
坂 東 市 選 出  

一括方式

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
と

そ
の
対
応

錦織　孝一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出  

一括方式

鹿
島
港
外
港
地
区
の
整
備
と

利
用
促
進

知
事
提
出

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

○
茨
城
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
茨
城
県

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
と
茨
城
県
信
用
保
証
協
会
と
の
損
失
補
償
契
約
に
基

づ
く
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
自
然
観
察
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
知
事
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

　
（
旧
山
方
商
業
高
等
学
校
敷
地
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

　
（
宮
の
郷
工
業
団
地
事
業
用
地
）

○
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て             

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決

処
分
に
つ
い
て

※【ワークライフバランス】…「仕事」と「生活」（家事や育児、趣味など仕事以外の時間）の調和がとれていて、どちらも充実していること。

県
北
三
漁
協
の
シ
ラ
ス
漁
の

操
業
再
開

少
子
化
対
策
と
し
て
の
男
女
共
同
参

画
社
会
の
充
実
と
結
婚
支
援

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

平
成
二
十
四
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算

及
び
同
公
営
企
業
会
計
決
算
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
審
査
す
る

た
め
、
六
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
十
五
名
の
委
員
で
構

成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
選
任
し
た
委
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　
　

小
田
木
真
代

副
委
員
長　
　

本
澤　
　

徹

委　
　

員　
　

森
田　

悦
男

　
　

〃　
　
　

福
地
源
一
郎

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

亮
寛      

　
　

〃　
　
　

西
野　
　

一      

　
　

〃　
　
　

村
上　

典
男

　
　

〃　
　
　

志
賀　

秀
之 

委　
　

員　
　

加
藤　

明
良

　
　

〃　
　
　

下
路
健
次
郎　

　
　

〃　
　
　

鈴
木　
　

将

　
　

〃　
　
　

設
楽
詠
美
子

　
　

〃　
　
　

飯
田　

智
男

　
　

〃　
　
　

井
手　

義
弘

　
　

〃　
　
　

細
谷　

典
男      

※【ＢＮＣＴ】…がん細胞のみに集まるホウ素薬剤と、照射される中性子の反応を利用して、正常細胞にあまり影響を与えず、がん細胞のみを選択的に破壊する放射線治療法。

出会いサポートセンターでの相談の様子 
整備が進む県道里根神岡上線バイパス

（北茨城市）

小型直線加速器（東海村：いばらき
中性子医療研究センター）供用開始された鹿島港外港公共ふ頭


